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Abstract

Aradial1inemicrostriparrayantenna(RLMSAA)hasbeenstudiedbymanyresearchers川～r4lbecauseithas
high perfomance.Inthispaper,abasicdesigntechniqueofbeamshapingforanRL-MSAAispresentedJnordertoverify
theperfomancesoftheseantennas,someRL一一MSAAs werefabricatedandtestedattheSHF-band.Satisfactory
perfomanceswereachievedintheradiationpattems,axialratiosandinputimpedancefortheR LMSAAtestedhere･

1.はじめに :

円偏波ラジアルラインマイクロストリップアレ-

アンテナ(RL-MSAA)の研究が盛んに行われている川～
【3]○

本稿では､RL-MSAAの素子配列が各列毎にシーケン

シャル配列r41となるように構成する方法について検

討を加えるOすなわち､RL-MSAAの主ビームの角度を

制御する際にも有効となる設計基礎資料を得たので､

ここに報告する｡

2.本 論 :

本アンテナの基本構成を図1に示す｡給電系には終

端が短絡されたラジアル導波路を用い､放射系として

は素子中央部から給電が可能な円偏波中央給電型リ

ングマイクロストリップアンテナ(CP-R-MSA)r2日 3】を

用いた｡放射素子としては､通常の1点給電型の円偏

波MSAを用いることも可能であるが､ここでは､素子

配列のスマートさの点に着目し､素子中央部からの給

電が可能となるCP-R-MSA素子を用いた0本実験では伝

送線路長､及び素子励振位相d)Dが各列毎に90度遅れ
るように素子間隔が設定されたアンテナ系を用いた｡

また､素子の放射位相を等位相に設定するため放射素

子を回転させることにより､素子への励振位相4)nの
補償を行った｡これにより素子間隔は不均一間隔とな

るが､列方向においては90度毎のシーケンシャル配

列が実現され､正面方向での軸比特性の改善が期待さ

れる｡ここでは､振幅分布としては素子間隔の不均一

性も考慮に入れ､ピン長1mを制御し等振幅分布を実現
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しているo図2にはリターンロス特性の一例を示すO

図のように広帯域特性が実現できた｡また図3には軸

比特性の一例を示す｡ここでは等間隔 (0,61人o)で素
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子を配列し､各列において120度毎のシーケンシャル

配列を行った通常のRL-MSAAとの比較を行っている｡

本実験では主ビームにおいては広帯域な周波数商域

で良好な軸比特性が得られた｡なお､利得については､

ピーク値で24dBi程度の値が得られた｡また､その時

の開口効率としては約80%の値が得られた｡尚､列毎
の素子励振位相¢mを適切に制御すれば､主ビームの

角度を制御することも可能となる｡また､供試基板と

してはテフロングラスファイバ基板 (Er-2.6,tan∂
=0.0018)を用いた｡

3.まとめ :

RL-MSAAの主ビームの角度を制御するための基礎

として,各列毎にシーケンシャル配列を行うRL-MSAA
に着目し､各種検討を加えその設計基礎資料を得た｡
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